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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビニル基含有モノマーを重合させた樹脂およびウレタン樹脂のうちの少なくとも一方で
ある第１樹脂を第１水性分散媒に分散させた第１水性分散液と、共重合ポリアミド樹脂お
よび共重合ポリエステル樹脂のうちの少なくとも一方である第２樹脂を第２水性分散媒に
分散させた第２水性分散液と、を混合して得られる繊維加工用水性分散液であって、
　　前記第２水性分散液は、前記第２樹脂を、加熱により軟化させたうえで、前記第２水
性分散媒中において剪断力を加えて分散させて得られたものである、ことを特徴とする、
繊維加工用水性分散液。
【請求項２】
　前記ビニル基含有モノマーを重合させた樹脂は、アクリル系樹脂、スチレン系樹脂、あ
るいはビニル系樹脂である、請求項１に記載の繊維加工用水性分散液。
【請求項３】
　前記第１樹脂は、自己架橋性を有する、請求項１または２に記載の繊維加工用水性分散
液。
【請求項４】
　前記共重合ポリアミド樹脂は、-[NH(CH2)5CO]-、-[NH(CH2)6NHCO(CH2)4CO]-、-[NH(CH2
)6NHCO(CH2)8CO]-、-[NH(CH2)10CO]- 、-[NH(CH2)11CO]- からなる群より選ばれた少なく
とも２種を構造単位とするものである、請求項１ないし３のいずれか１つに記載の繊維加
工用水性分散液。
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【請求項５】
　前記共重合ポリエステル樹脂は、テレフタル酸およびイソフタル酸のうちの少なくとも
一方である酸成分と、エチレングリコール、ジエチレングリコール、ポリエチレングリコ
ール、１，４－ブタンジオールおよび１，６－へキサンジオールからなる群より選ばれる
少なくとも１つのジオール成分と、の重縮合反応により得られるものである、請求項１な
いし４のいずれか１つに記載の繊維加工用水性分散液。
【請求項６】
　前記第１樹脂１００重量部に対して、前記第２樹脂を１～２００重量部含んでいる、請
求項１ないし５のいずれか１つに記載の繊維加工用水性分散液。
【請求項７】
　前記第２樹脂の重量平均粒子径は、０．１～２０μｍである、請求項１ないし６のいず
れか１つに記載の繊維加工用水性分散液。
【請求項８】
　接着成分としての請求項１ないし７のいずれか１つに記載した繊維加工用水性分散液中
の前記第１樹脂および前記第２樹脂が、基布に対して固定されていることを特徴とする、
接着布。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、繊維加工用水性分散液およびこの水性分散液中の樹脂成分が基布に固定された
接着布に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、各種の基材に対して繊維加工用樹脂エマルジョンを浸漬やコーティング等の方
法により固定して、耐油性、耐溶剤性、耐薬品性、耐摩耗性、気体遮断性および接着性等
の機能を付与することが行われてきた。中でも、繊維質素材を織布や不織布としたもの等
を基布として用い、それらの表面に繊維加工用樹脂の塗膜を形成した接着布は、衣料をは
じめとする多くの分野で接着芯地等として用いられており、樹脂塗膜を形成した接着芯地
等の耐ドライクリーニング性や接着性を改善するために多くの提案がなされている。
【０００３】
例えば、（１）繊維加工用樹脂としてアクリル酸エステル樹脂エマルジョンを用い、細孔
を持ったコーティング用スクリーンを用いて基布の表面にドット状に塗布した後、熱可塑
性樹脂粉末を散布し、その後、余剰の熱可塑性樹脂粉末を除去し、加熱、乾燥、融着する
方法（実公昭５６－５５２０６号公報、実公平５－１６１６９号公報）、（２）繊維加工
用樹脂としてアクリル酸エステル樹脂等のアクリル系重合体エマルジョンを用い、該繊維
加工用樹脂にシリカおよびシランカップリング剤を添加した組成物を不織布に塗布して乾
燥させ、その上にポリアミド樹脂、ポリエステル樹脂、ポリエチレン樹脂、エチレン－酢
酸ビニル樹脂、ポリ塩化ビニル樹脂等の熱可塑性樹脂の粉末を散布し溶融させる方法（特
開平６－１４５４１３号公報）、（３）繊維加工用樹脂として自己架橋性ポリアクリル酸
エステル等の熱架橋性樹脂組成物よりなる下層と、ポリアミド共重合体等の熱融着性樹脂
組成物よりなる上層との溶解度パラメーターの差を縮めることのできるジメチルフタレー
ト等の極性化合物を添加する方法（特開平９－７８３１９号公報）等が提案されている。
【０００４】
しかしながら、これらの方法は、耐ドライクリーニング性や接着性が大幅に改良されてい
るわけではなく、より優れた改良方法が望まれている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、繊維製品の耐ドライクリーニング性や風合いを改良し、また接着性に優れる接
着布を得ることができる繊維加工用水性分散液、およびこの水性分散液中の樹脂成分が基
布に固定された接着布を提供することを目的とする。
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【０００６】
【発明の開示】
本発明者らは、前記課題を解決すべく鋭意検討した結果、特定樹脂の水性分散液と、他の
特定樹脂の水性分散液とを混合して得られる繊維加工用水性分散液を基布に固定した繊維
製品（接着布を含む）が、耐ドライクリーニング性および風合いに優れ、また他の織布や
不織布との接着性に優れていることを見出し、本発明を完成した。
【０００７】
すなわち、本発明の第１の側面により提供される繊維加工用水性分散液は、ビニル基含有
モノマーを重合させた樹脂およびウレタン樹脂のうちの少なくとも一方である第１樹脂を
第１水性分散媒に分散させた第１水性分散液と、共重合ポリアミド樹脂および共重合ポリ
エステル樹脂のうちの少なくとも一方である第２樹脂を第２水性分散媒に分散させた第２
水性分散液と、を混合して得られることを特徴としている。
【０００８】
この水性分散液は、第１および第２水性分散媒ともに水性であるから、分散媒どうしの相
溶性が良く、また混合後においても第１および第２樹脂のそれぞれが分散媒中に均一に分
散される。このため、樹脂成分の偏在による接着性の低下などの問題が生じにくく、また
有機溶媒を使用するものでないから環境的にも優れたものとなる。
【０００９】
加えて、本発明の水性分散液は、共重合ポリアミド樹脂や共重合ポリエステル樹脂が含ま
れているから、前記水性分散液中の樹脂成分を固定した接着布などの繊維製品は、耐ドラ
イクリーニング性および風合いに優れ、また他の織布や不織布などとの接着性も良い。
【００１０】
ここで、第１樹脂としてのビニル基含有モノマーを重合させた樹脂は、特に限定されない
が、例えばアクリル系樹脂、スチレン系樹脂、あるいはビニル系樹脂などが挙げられ、こ
れらの樹脂どうしの共重合体もしくはこれにエチレンなどを共重合させたものであっても
よい。
【００１１】
アクリル系樹脂としては、例えばアクリル酸、アクリル酸エステル、メタアクリル酸エス
テルの単重合体、例示したモノマー、アクリロニトリル、およびＮ－メチロールアクリル
アミドからなる群より選ばれる少なくとも２種からなる共重合体等が挙げられる。
【００１２】
スチレン系樹脂としては、例えばスチレンの単重合体、スチレンとアクリロニトリルおよ
びブタジエンのうちの少なくと一方との共重合体等が挙げられる。
【００１３】
ビニル系樹脂としては、例えば酢酸ビニル、ポリ塩化ビニル、ポリビニルアルコール等が
挙げられる。
【００１４】
本発明で使用可能なビニル基含有モノマーを重合させた樹脂としてはさらに、イソプレン
ゴム、天然ゴム等が挙げられる。
【００１５】
第１樹脂としてのウレタン樹脂としては、水分散型接着剤として供されるものが好ましく
使用され、たとえばポリマーの主鎖にイオン基を導入したポリウレタンを主体としたもの
が挙げられる。
【００１６】
また、先に説明した第１樹脂は、自己架橋性を有するものを使用するのが好ましい。架橋
構造を有する樹脂は、耐水性、耐溶剤性、耐候性などに優れるなどの利点を有するため、
自己架橋型の樹脂を使用すれば、耐ドライクリーニング性や耐洗濯性が改善される。
【００１７】
なお、第１水性分散液中における第１樹脂の濃度は、通常、２０～７０重量％とされる。
【００１８】
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本発明で使用される共重合ポリアミド樹脂は、特に限定されないが、例えば-[NH(CH2)5CO
]-、-[NH(CH2)6NHCO(CH2)4CO]-、-[NH(CH2)6NHCO(CH2)8CO]-、-[NH(CH2)10CO]- 、-[NH(C
H2)11CO]- からなる群より選ばれた少なくとも２種を構造単位とするものが挙げられる。
【００１９】
例示した構造単位を有する共重合ポリアミド樹脂の具体例としては、例えば６／６６共重
合ナイロン、６／６１０共重合ナイロン、６／１１共重合ナイロン、６／１２共重合ナイ
ロン、６／６６／６１０共重合ナイロン、６／６６／１１共重合ナイロン、６／６６／１
２共重合ナイロン、６／６６／１１／１２共重合ナイロン、６／６６／６１０／１１／１
２共重合ナイロン等が挙げられる。
【００２０】
本発明で使用される共重合ポリアミド樹脂は、例示したナイロンとポリエステルやポリア
ルキレンエーテルグリコールとの共重合体であるポリアミドエラストマー等であってもよ
い。
【００２１】
本発明では、以上に説明した共重合ポリアミド樹脂のうち、６／１２共重合ナイロン、６
／６６／１１共重合ナイロン、６／６６／１２共重合ナイロン、６／６６／１１／１２共
重合ナイロン、とりわけ、６／１２共重合ナイロン、６／６６／１２共重合ナイロンが好
適に用いられる。
【００２２】
共重合ポリエステル樹脂としては、特に限定されず、例えばテレフタル酸およびイソフタ
ル酸のうちの少なくとも一方である酸性分と、エチレングリコール、ジエチレングリコー
ル、ポリエチレングリコール、１，４－ブタンジオールおよび１，６－へキサンジオール
からなる群より選ばれる少なくとも１つのジオール成分と、の重縮合反応により得られる
共重合ポリエステル樹脂が挙げられる。
【００２３】
本発明で使用される共重合ポリエステル樹脂の具体例としては、例えば、テレフタル酸／
イソフタル酸／エチレングリコール共重合ポリエステル樹脂、テレフタル酸／イソフタル
酸／ジエチレングリコール共重合ポリエステル樹脂、テレフタル酸／イソフタル酸／ポリ
エチレングリコール共重合ポリエステル樹脂、テレフタル酸／イソフタル酸／１，４－ブ
タンジオール共重合ポリエステル樹脂、テレフタル酸／イソフタル酸／１，６－ヘキサン
ジオール共重合ポリエステル樹脂、テレフタル酸／エチレングリコール／１，４－ブタン
ジオール共重合ポリエステル樹脂、イソフタル酸／エチレングリコール／１，４－ブタン
ジオール共重合ポリエステル樹脂、テレフタル酸／１，４－ブタンジオール／ジエチレン
グリコール共重合ポリエステル樹脂、イソフタル酸／１，４－ブタンジオール／ジエチレ
ングリコール共重合ポリエステル樹脂、テレフタル酸／イソフタル酸／エチレングリコー
ル／１，４－ブタンジオール共重合ポリエステル樹脂、およびテレフタル酸／イソフタル
酸／１，４－ブタンジオール／ジエチレングリコール共重合ポリエステル樹脂等が挙げら
れる。
【００２４】
本発明では、例示した共重合ポリエステル樹脂のうち、テレフタル酸／イソフタル酸／１
，４－ブタンジオール共重合ポリエステル樹脂、テレフタル酸／イソフタル酸／１，４－
ブタンジオール／エチレングリコール共重合ポリエステル樹脂、テレフタル酸／イソフタ
ル酸／１，４－ブタンジオール／ジエチレングリコール共重合ポリエステル樹脂、とりわ
け、テレフタル酸／イソフタル酸／１，４－ブタンジオール共重合ポリエステル樹脂が好
適に用いられる。
【００２５】
なお、第２水性分散液中における第２樹脂の濃度は、通常、２０～７０重量％とされる。
【００２６】
本発明の繊維加工用水性分散液における第１樹脂と第２樹脂の混合割合は、特に限定され
ず、通常、第１樹脂１００重量部に対する第２樹脂の割合は１～２００重量部、好ましく
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は１～１５０重量部、さらに好ましくは１～１００重量部とされる。第２樹脂が１重量部
未満の場合、接着性、耐ドライクリーニング性に劣り好ましくない。一方、第２樹脂が２
００重量部を越える場合、使用量に見合う効果がなく経済的でない。
【００２７】
　本発明の第２水性分散液の製造方法は、特に限定されず、本発明においては、前記樹脂
を該樹脂の軟化点以上の温度に加熱し、軟化状態で水性媒体中で剪断力を加えて分散させ
て製造する方法を採用するのが好ましい。
【００２８】
前記製造方法の具体例としては、例えば、（１）末端（側鎖を含む）にカルボキシル基の
ような官能基の少ない樹脂の場合は、水性媒体中で該樹脂の軟化点以上の温度で界面活性
剤や分散剤の存在下、攪拌し剪断力を加えて分散させる方法、（２）末端にカルボキシル
基のような官能基を多く有する樹脂の場合は、前記の方法ないしは塩基性物質と必要に応
じて界面活性剤や分散剤を含む水性媒体中で該樹脂の軟化点以上の温度で攪拌し剪断力を
加えて分散させる方法等が挙げられる。
【００２９】
前記製造方法に用いられる界面活性剤としては、特に限定されず、例えば、ロジン酸塩、
脂肪酸塩、アルキルベンゼンスルホン酸塩等のアニオン系界面活性剤、エチレンオキシド
プロピレンオキシドブロック共重合体、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、グリセリ
ン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン脂肪酸エタノールアミド等のノニオン性界面活性
剤、両性界面活性剤等が挙げられる。
【００３０】
前記製造方法に用いられる分散剤としては、特に限定されず、例えば、ポリアクリル酸塩
、ポリスチレンスルホン酸塩、スチレン無水マレイン酸共重合体の塩、ポリビニルアルコ
ール、ヒドロキシエチルセルロース等の高分子分散剤、アルミナゾル、シリカゾル、リン
酸カルシウム等の無機分散剤等が挙げられる。
【００３１】
前記製造方法に用いられる塩基性物質としては、特に限定されず、例えば、水酸化ナトリ
ウムや水酸化カリウム等のアルカリ金属水酸化物やアンモニア、アミン化合物等が挙げら
れる。中でも、水酸化ナトリウムや水酸化カリウム等のアルカリ金属水酸化物が分散効果
の点で好適に用いられる。
【００３２】
前記製造方法においては、水性媒体中で樹脂の軟化点以上の温度、通常、５０～３００℃
、好ましくは７０～２２０℃で分散を行うと良い結果が得られる。５０℃より低い温度で
は前記樹脂の水性媒体中での軟化が十分ではないため、均一な分散ができにくい。一方、
３００℃より高い温度では前記樹脂の劣化が起こりやすく好ましくない。
【００３３】
また、前記製造方法において用いられる水性媒体としての水の使用量は、通常、樹脂１０
０重量部に対して、３０～１５００重量部、好ましくは１００～５００重量部である。水
の使用量が３０重量部未満の場合、樹脂が充分に水中に分散できにくい。一方、水の使用
量が１５００重量部を越える場合、得られる水性分散液の濃度が薄くなり、使用上好まし
くない。
【００３４】
前記製造方法によって得られる水性分散液中の樹脂粒子の重量平均粒子径は、任意の粒子
径に調製できるが、通常、０．１～２０μｍ、好ましくは０．１～１０μｍに調製される
。前記水性分散液中の樹脂粒子の重量平均粒子径が０．１μｍ未満の場合、粒子が凝集し
ゲル化し易くなるため高い樹脂濃度にすることが難しい。一方、樹脂粒子の重量平均粒子
径が２０μｍを越える場合、コーティング用スクリーンの細孔が目詰まりし易くなり接着
布の接着力が低下したり、風合いを損ねることがあり好ましくない。
【００３５】
本発明の繊維加工用水性分散液の混合分散方法は、特に限定されず、両成分を攪拌機等で
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混合分散する方法等が挙げられる。
【００３６】
本発明の繊維加工用水性分散液は、必要に応じて、粘度調整剤を配合し粘度を調整して用
いられる。前記繊維加工用水性分散液の粘度は、特に限定されず、通常、５０００～５０
０００ｍＰａ・ｓｅｃに調整して用いられる。繊維加工用水性分散液の粘度が、５０００
ｍＰａ・ｓｅｃより小さいと基布への浸透量が多くなり風合いが固くなったり、ドットの
形成が不十分となる。一方、５００００ｍＰａ・ｓｅｃを越えると基布への塗布が困難と
なる。
【００３７】
前記粘度調整剤の配合量は、前記した粘度の範囲になるように配合されるが、繊維加工用
水性分散液１００重量部に対して、通常、０．０１～５重量部である。前記粘度調整剤と
しては、ポリアクリルアミド、ポリアクリル酸のアルカリ中和物、カルボキシメチルセル
ロース、カルボキシエチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ポリアクリル酸エ
ステル、ポリエチレンオキシド、エチレンオキシド／プロピレンオキシドランダム共重合
体等の天然または合成高分子系増粘剤が挙げられる。また、必要に応じて可塑剤、分散助
剤、消泡剤、柔軟剤、安定剤等が配合されていてもよい。
【００３８】
さらに、得られた水性分散液は、半透膜等を用いる等、適当な濃縮手段を用いて任意の濃
度に調節してもよいし、得られた水性分散液を、そのまま、または遠心分離や濾過等によ
り固液分離した後、噴霧乾燥等の乾燥手段によって微粉末化して使用することもできる。
【００３９】
　また、本発明の第２の側面においては、接着成分としての上述した第１の側面の繊維加
工用水性分散液が、基布に対して固定されていることを特徴とする、接着布が提供される
。
【００４０】
本発明の接着布に用いられる基布としては、特に限定されず、各種繊維質素材を織布とし
たもの、あるいは不織布としたものが用いられる。素材としては、例えば、綿、麻、絹、
羊毛等の天然繊維、レーヨン、キュプラ等の再生繊維、アセテート、トリアセテート等の
半合成繊維、ポリエステル、ナイロン、アクリル、ウレタン、ポリプロピレン、ポリエチ
レン、ポリ塩化ビニル等の合成繊維が挙げられる。織布としては、例えば、前記素材から
作られた織物、編物等が挙げられる。また不織布としては、前記素材を化学的方法、機械
的方法、またはそれらの組合わせにより絡み合わせてウェッブとしたもの等が挙げられる
。
【００４１】
本発明の繊維加工用水性分散液を前記基布に固定する方法としては、特に限定されず、浸
漬法、グラビアロール方式、ダブルドット方式、ペーストドット方式、パウダードット方
式、スプレー方式等の公知の方法を利用できる。本発明の繊維加工用水性分散液において
は、ダブルドット方式またはペーストドット方式が好適に用いられる。
【００４２】
かくして得られた繊維加工用水性分散液が塗布された基布を、そのまま、あるいは必要に
応じて、ポリアミド樹脂、ポリエステル樹脂等の熱可塑性樹脂粉末を散布した後、余剰の
粉末を除去して、４０～２００℃の温度で加熱することにより、基布に融着して本発明の
接着布が得られる。得られた接着布は、例えば、不織布接着芯地として、アイロンや熱プ
レス機で様々な種類の表地と接着でき、薄手生地、特に婦人用薄手生地に用いた場合、非
常に風合い良く仕上がる。
【００４３】
【発明の実施の形態】
以下に製造例、実施例および比較例を挙げ、本発明を具体的に説明するが、本発明は、こ
れら実施例によって何ら限定されるものではない。
【００４４】
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製造例１
直径３５０ｍｍのタービン型攪拌羽根を備えた内径７００ｍｍ、高さ１５００ｍｍ、内容
積４５０Ｌのジャケット付きの耐圧オートクレーブ中に、６／６６／１２共重合ポリアミ
ド（軟化点１３０℃）１５０ｋｇ、水１４９．６ｋｇおよび水酸化ナトリウム０．４ｋｇ
を仕込み密閉した。次に、攪拌機を始動し毎分１５０回転で攪拌しながら、ジャケット部
に加熱油を循環することにより、オートクレーブ内部を１５０℃まで昇温した。内温を１
５０℃に保ちながら、さらに３０分間攪拌した後、内容物を５０℃まで冷却し、樹脂濃度
５０重量％の６／６６／１２共重合ポリアミド樹脂水性分散液を得た。
【００４５】
得られた水性分散液中の６／６６／１２共重合ポリアミド樹脂の重量平均粒子径をレーザ
ー回折式粒度分布測定装置（島津製作所製ＳＡＬＤ２０００）で測定したところ、重量平
均粒子径は１．２μｍであった。
【００４６】
製造例２
直径３５０ｍｍのタービン型攪拌羽根を備えた内径７００ｍｍ、高さ１５００ｍｍ、内容
積４５０Ｌのジャケット付きの耐圧オートクレーブ中に、６／１２共重合ポリアミド（軟
化点１３０℃）１５０ｋｇ、水１４９．６ｋｇおよび水酸化ナトリウム０．４ｋｇを仕込
み密閉した。次に、攪拌機を始動し毎分１５０回転で攪拌しながら、ジャケット部に加熱
油を循環することにより、オートクレーブ内部を１５０℃まで昇温した。内温を１５０℃
に保ちながら、さらに３０分間攪拌した後、内容物を５０℃まで冷却し、樹脂濃度５０重
量％の６／１２共重合ポリアミド樹脂水性分散液を得た。
【００４７】
得られた水性分散液中の６／１２共重合ポリアミド樹脂の重量平均粒子径をレーザー回折
式粒度分布測定装置（島津製作所製ＳＡＬＤ２０００）で測定したところ、重量平均粒子
径は２．０μｍであった。
【００４８】
製造例３
直径３５０ｍｍのタービン型攪拌羽根を備えた内径７００ｍｍ、高さ１５００ｍｍ、内容
積４５０Ｌのジャケット付きの耐圧オートクレーブ中に、テレフタル酸／イソフタル酸／
１，４－ブタンジオール共重合ポリエステル樹脂（転化点９０℃）１５０ｋｇ、水１２０
ｋｇおよび界面活性剤として、エチレンオキシドプロピレンオキシドブロック共重合体３
０ｋｇを仕込み密閉した。次に、攪拌機を始動し毎分１５０回転で攪拌しながら、ジャケ
ット部に加熱油を循環することにより、オートクレープ内部を１５０℃まで昇温した。内
温を１５０℃に保ちながら、さらに３０分間攪拌した後、内容物を５０℃まで冷却し、樹
脂濃度５０重量％のテレフタル酸／イソフタル酸／１，４－ブタンジオール共重合ポリエ
ステル樹脂水性分散液を得た。
【００４９】
得られた水性分散液中のテレフタル酸／イソフタル酸／１，４－ブタンジオール共重合ポ
リエステル樹脂の重量平均粒子径をレーザー回折式粒度分布測定装置（島津製作所製ＳＡ
ＬＤ２０００）で測定したところ、重量平均粒子径は２．５μｍであった。
【００５０】
実施例１
製造例１で得られた６／６６／１２共重合ポリアミド樹脂水性分散液３重量部、自己架橋
型アクリル酸エステルエマルジョン（商品名；ポリゾールＦ３４１、昭和高分子（株）製
、固形分４０重量％）１００重量部、ポリアクリル酸ナトリウム０．２重量部とを混合し
、粘度２２０００ｍＰａ・ｓｅｃのペースト状の繊維加工用水性分散液を得た。
【００５１】
得られた繊維加工用水性分散液を細孔径３００μｍのスクリーンを用いて、目付量２５ｇ
／ｍ2 のナイロン不織布の表面に、ドット数７０個／ｃｍ2 、塗布量１０ｇ／ｍ2 でドッ
ト状に塗布した。続いてポリアミド樹脂粉末（平均粒子径８０～１５０μｍ）を散布した
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後、余分の粉末を除去し、１２０℃で１分間熱処理して接着布を得た。
【００５２】
実施例２
製造例２で得られた６／１２共重合ポリアミド樹脂水性分散液１００重量部、自己架橋型
エチレン／酢酸ビニル／アクリル酸エステル共重合エマルジョン（商品名；ポリゾールＥ
Ｆ２１０、昭和高分子（株）製、固形分４５重量％）１００重量部、ポリアクリル酸ナト
リウム０．２重量部を混合し、粘度２００００ｍＰａ・ｓｅｃのペースト状の繊維加工用
水性分散液を得た。
【００５３】
得られた繊維加工用水性分散液を細孔径８０μｍのスクリーンを用いて、目付量２５ｇ／
ｍ2 のナイロン不織布の表面に、ドット数３００個／ｃｍ2 、塗布量５ｇ／ｍ2 で、ドッ
ト状に塗布した。次いで１５０℃で１分間乾燥融着して接着布を得た。
【００５４】
実施例３
製造例３で得られたテレフタル酸／イソフタル酸／１，４－ブタンジオール共重合ポリエ
ステル樹脂水性分散液２０重量部、自己架橋型スチレン／アクリル酸エステル共重合樹脂
エマルジョン（商品名；ポリゾールＦ４１７、昭和高分子（株）製、固形分４０重量％）
１００重量部、ポリアクリル酸ナトリウム０．３重量部を混合し、粘度１５０００ｍＰａ
・ｓｅｃのペースト状の繊維加工用水性分散液を得た。
【００５５】
得られた繊維加工用水性分散液を細孔径３００μｍのスクリーンを用いて、目付量２５ｇ
／ｍ2 のポリエステル不織布の表面に、ドット数７０個／ｃｍ2 、塗布量１０ｇ／ｍ2 で
ドット状に塗布した。続いてポリエステル樹脂粉末（平均粒子径８０～１５０μｍ）を散
布した後、余分の粉末を除去し、１４０℃で１分間熱処理して接着布を得た。
【００５６】
実施例４
製造例３で得られたテレフタル酸／イソフタル酸／１，４－ブタンジオール共重合ポリエ
ステル樹脂水性分散液６０重量部、ウレタン樹脂エマルジョン（商品名；スーパーフレッ
クス１２６、第一工業製薬（株）製、固形部３０重量％）１００重量部、ポリエチレンオ
キシド（商品名；ＰＥＯ－１８、住友精化（株）製）１．０重量部を混合し、粘度２３０
００ｍＰａ・ｓｅｃのペースト状の繊維加工用水性分散液を得た。
【００５７】
得られた繊維加工用水性分散液を細孔径８０μｍのスクリーンを用いて、目付量２５ｇ／
ｍ2 のポリエステル不織布の表面に、ドット数３００個／ｃｍ2 、塗布量５ｇ／ｍ2 で、
ドット状に塗布した。次いで１５０℃で１分間乾燥融着して接着布を得た。
【００５８】
実施例５
製造例１で得られた６／６６／１２共重合ポリアミド樹脂水性分散液１０重量部、製造例
３で得られたテレフタル酸／イソフタル酸／１，４－ブタンジオール共重合ポリエステル
樹脂水性分散液１０重量部、自己架橋型アクリル酸エステルエマルジョン（商品名；ポリ
ゾールＦ３４１、昭和高分子（株）製、固形分４０重量％）１００重量部、ポリアクリル
酸ナトリウム０．２重量部とを混合し、粘度２２０００ｍＰａ・ｓｅｃのペースト状の繊
維加工用水性分散液を得た。
【００５９】
　得られた繊維加工用水性分散液を細孔径３００μｍのスクリーンを用いて、目付量２５
ｇ／ｍ2 のナイロン不織布の表面に、ドット数７０個／ｃｍ2 、塗布量１０ｇ／ｍ2 でド
ット状に塗布した。続いてポリアミド樹脂粉末（平均粒子径８０～１５０μｍ）を散布し
た後、余分の粉末を除去し、１２０℃で１分間熱処理して接着布を得た。
【００６０】
実施例６
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製造例１で得られた６／６６／１２共重合ポリアミド樹脂水性分散液３重量部、自己架橋
型アクリル酸エステルエマルジョン（商品名；ポリゾールＦ３４１、昭和高分子（株）製
、固形分４０重量％）５０重量部、ウレタン樹脂エマルジョン（商品名；スーパーフレッ
クス１２６、第一工業製薬（株）製、固形部３０重量％）５０重量部、ポリアクリル酸ナ
トリウム０．２重量部とを混合し、粘度１９０００ｍＰａ・ｓｅｃのペースト状の繊維加
工用水性分散液を得た。
【００６１】
　得られた繊維加工用水性分散液を細孔径３００μｍのスクリーンを用いて、目付量２５
ｇ／ｍ2 のナイロン不織布の表面に、ドット数７０個／ｃｍ2 、塗布量１０ｇ／ｍ2 でド
ット状に塗布した。続いてポリアミド樹脂粉末（平均粒子径８０～１５０μｍ）を散布し
た後、余分の粉末を除去し、１２０℃で１分間熱処理して接着布を得た。
【００６２】
比較例１
実施例１において、６／６６／１２共重合ポリアミド樹脂水性分散液０．５重量部を用い
た以外は実施例１と同様にして接着布を得た。
【００６３】
比較例２
実施例２において、６／１２共重合ポリアミド樹脂水性分散液を用いない以外は実施例２
と同様にして接着布を得た。
【００６４】
比較例３
実施例３において、テレフタル酸／イソフタル酸／１，４－ブタンジオール共重合ポリエ
ステル樹脂水性分散液を用いない以外は実施例３と同様にして接着布を得た。
【００６５】
比較例４
実施例４において、テレフタル酸／イソフタル酸／１，４－ブタンジオール共重合ポリエ
ステル樹脂水性分散液を用いない以外は実施例４と同様にして接着布を得た。
【００６６】
各実施例および各比較例で得られたそれぞれの接着布について、以下の方法で評価し、そ
の結果を表１に示した。
【００６７】
接着性の評価方法
得られた接着布と綿の表地をホットプレスを用いて１３０℃、２００ＫＰａ、１５秒の条
件で接着し、試験布を得た。得られた試験布を、接着強度試験法（ＪＩＳ　Ｌ１０８６）
に準拠して、試験布を幅２５ｍｍに裁断後、引っ張り試験機で引っ張り速度、１００ｍｍ
／分の条件で剥離強度を求めた。求めた剥離強度を以下の基準で判定した。
【００６８】
○：500g（4.9N）／25mm以上
△：100g（0.98N)／25mm以上500g（4.9N) ／25mm未満
×：100g（0.98N)／25mm未満
【００６９】
耐ドライクリーニング性の評価方法
耐ドライクリーニング性試験法ウオッシュシリンダー法（ＪＩＳ　Ｌ　１０８６）に準拠
して、ウオッシュシリンダー中で、陰イオン界面活性剤５ｇおよび非イオン界面活性剤５
ｇをパークロロエチレン１０Ｌに溶かし、これに水０．２Ｌを加えて作った処理液に前記
接着強度の評価方法と同様にして得られた試験布を入れ、１５分間撹拌し、脱液後６０℃
のオーブン中で乾燥した。得られた試験布を前記接着強度と同様の方法により剥離強度を
求めた。求めた剥離強度を以下の基準で判定した。
【００７０】
○：500g（4.9N）／25mm以上
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△：100g（0.98N)／25mm以上500g（4.9N）／25mm未満
×：100g（0.98N)／25mm未満
【００７１】
風合いの評価方法
前記接着強度の評価方法と同様にして得られた試験布を官能試験により以下の基準で判定
した。
【００７２】
○：布地の柔らかさが十分保たれている。
△：少しごわごわした感じである。
×：ごわごわする。
【００７３】
【表１】

【００７４】
表１に示されるように、本発明の繊維加工用水性分散液を用いた接着布は、接着性、耐ド
ライクリーニング性および風合いに優れていることがわかる。
【００７５】
【発明の効果】
本発明によると、接着性、耐ドライクリーニング性および風合いに優れた接着布、および
このような繊維製品を得るための繊維加工用水性分散液が提供される。
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